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に そ の関連語を関連度の高いものから順に提示す

Jに 至る到連可能を全経路の計算を行し、 全経路の薩率の
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ることを考え 先 頭の語からはじめて 一 つ 位の語をみる確率を ,と し n番 目の語に到産する確

率をず
・ ある語の関連語を見に行く確率を0(ただし ,・q(1)として それぞれの資料群設定におけ

るコ達容易性の計算を行った.F‐089 fP 20と して 関 連語は第 60位 まで 別 の関連語を辿る回数

は 4回 までに制限 して 「上器」から 「石

和を求めた ところ
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専門家によつて 「石鑑jは 「土器 Jの 関連高としてはふさわし

器Jか ら r石鏃Jへ 至る到建可能性は低い方が望ましいとするとす

割 4>分 宮'3>分 割 1と なる。

次に,「と器Jの 問題語としては比較的下位で 専 門家が関連語としてふさわしいと判定しているも

のの中から 「高杯Jを 避び 「土器Jわ らゝ 「市杯Jに 重る到連可能な全経路の計算を行い 全 経路の確

事の和を求めたところ
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分割 3

分切 4

となった こ ちらは逆に)到逮容易性が高いほど望ましいとすると 望 ましい分割は順に,分割 4>分

割 3>分 割 2>分 割 1と なる。ただし 異 なる分割問で 到 達容易性の絶対値で比較することには間

題もある

そこで 様 々な話から出発 して 「高杯Jに 至る到産容易性を 3穂 の分割のそれぞれについて求め

同じ分割の中でそれらの比較をしてみる 出 発語として 「石器J「 士器J,「士偶」 「埴輸J「 銅揮」
「銅資!j 銅鏡Jを 設定 した場合の計算結果を図 2に 示す
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を比本てみると 「土器Jの 相対的順位が最やJ高いのは分書r2で あるが 向 時に 「石雑Jの 標

なっている 専 門家により 「高杯Jは 「石器Jの 関連質としてはふさわしくないと判定t‐れ

め 「石器!か ら出発 した場合の到達容易性は低い方が望ましいことを勧案すると 分 ■rユ

よりよい分宮'になる

して 「動丈Jに =る 到LE容易性を 3種 の分割のそれぞれについて求め 「有林J「 土器j

「ra輪」 「銅鐸J r銅 資Ⅲ 銅 鏡J"ヽら出発 した場合の計算結果を図 3に 示す
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とな り,3穣 の分倒の間で相対煩位の差果はほどんど見られない。実験には,い すれの分割において

も 「強輔J以 下からはほとんど到産する可能性はないと見る｀きである。もともと 「銅究jは 出現数

が少なく,関 連橋の数 も少ないため こ のような置に対 して分割を変えることの効果は見られなかっ

た。




